
































































寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考
専念寺 鍛冶町 慶長元年
法界寺 下寺町 慶長 11年 河原田大坂町より移転
銀山寺 下寺町石坂 慶長 11年
大安寺 下寺町南沢 慶長 11年
源昌寺 治助町桐ノ木沢 慶長 12年
長安寺 下戸町 慶長 13年








広源寺 南沢 元和７年 はじめ一町目に建立、のち移転
大超寺 中寺町 元和９年 「慶長元年単誉義白、専念寺・大超寺両寺建立せり」とあり（大超寺由緒書には慶長３年開基とあり）





光照寺 相川大坂町 慶長年中 享保 12年新町村へ移転
光明寺 鹿伏村 寛永６年 寛文 12年焼失、退廃
光善寺 長坂町 不明 寛永７年小木町へ移転
安養寺 下寺町石坂 寛永 10年 延宝３年滅亡
法華宗（日蓮宗）　　（20カ寺、廃寺２カ寺）






玉泉寺 五郎左衛門町 慶長 11年
ー 13ー
慶長期相川に集まった人びと ー相川の寺院調査 中間報告ー
寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考
本敬寺 下寺町 慶長 11年 応永 17年沢根村須川に長性寺として建立、のち相川に移る
妙円寺 南沢（治助町） 慶長年中 慶長元年鶴子四十物町に建立、のち相川治助町へ移る
妙輪寺 下寺町 慶長年中








法泉寺 下山之神町 寛永６年 寛永元年五十里村に建立、同６年相川へ移る
本典寺 下寺町 寛永６年 元和９年庵を結ぶ
妙伝寺 治助町稗畑 寛永６年
覚性寺 治助町 寛永７年
妙福寺 下寺町 寛永 14年
〔宝暦期すでに廃退の寺院〕
本行寺 上相川 不明 寛文５年以後退破、寺地は本典寺が支配
妙栄寺 中寺町 不明 祖師像妙輪寺へ納める
一向宗（浄土真宗）　（18カ寺、廃寺 21カ寺）
寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考
蓮光寺 左門町 慶長８年
広永寺 上羽田町 慶長８年
願泉寺 米屋町 慶長 11年
大福寺 六右衛門町 慶長 17年
称名寺 五郎左衛門町 慶長 18年
長明寺 南沢 慶長 19年















称念寺 紙屋町 寛永２年 はじめ山ノ内左沢（五十里炭屋町称念寺隠居所）にあり、正徳３年今の地（願龍寺旧屋敷）に移る
了円寺 炭屋町東側 寛永 13年
〔宝暦期すでに廃退の寺院〕
善宗寺 六右衛門町 元和７年 元禄 12年広円寺と合併して廃寺
順光寺 弥十郎町 寛永２年 正保年中、願龍寺と合併して廃寺
専福寺 南沢 不明 元禄年中廃退
證誠寺 九郎左衛門町 不明
安楽寺 不明 不明 中古證誠寺と合併し廃寺となる
浄願寺 治助町 不明 大岡源三郎（承応３年没）の菩提所、のち退転
照見寺 夕白町 不明 明暦年中退転
長覚寺 夕白町 不明 寛文５年以後廃滅
浄徳寺 下寺町 不明 寛文の頃廃滅













寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考
妙音寺 奈良町 慶長 11年
興禅寺 桐ノ木沢（治助町） 慶長 16年
金昌寺 下寺町 慶長 19年











慈徳寺 不明 不明 正保３年破滅、寺地は興禅寺支配
泉龍寺 柴町 不明 明暦２年廃滅、寺地は大泉寺境内となる
円通寺 下寺町石坂 不明 中古退破、元禄 15年高安寺五世により寺地に宝筺印塔建立
真言宗　（７カ寺、廃寺４カ寺）
寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考
金光寺 下戸村 慶長６年
福泉寺 下寺町石坂 慶長 17年
大乗寺 下山之神町 慶長 17年





観音寺 鹿伏村 不明（慶長年中か） 慶長 13年再建立
〔宝暦期すでに廃退の寺院〕
遍照院 下山之神町 不明 元禄８年破滅、寺地は法泉寺預かり墓地とする
地蔵寺 中寺町 慶長 12年 正徳６（享保元）年相運寺に併合され廃寺
慈眼寺 中寺町 不明 宝暦２年本寺沢根村曼荼羅寺境内へ移転
見性寺 中寺町 不明 はじめ六右衛門町に建立
天台宗（６カ寺）
寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考
本昌寺 一町目裏江戸沢 元禄元年 元禄年中まで一向宗、のち天台宗に改宗
大光院 上山之神町 慶長 12年
教寿院 下山之神町 慶長 12年
医王寺 鹿伏村 慶長 17年
万福院 五郎左衛門町 慶長 19年
弾誓寺 四町目 寛永 13年
時宗　（１カ寺、廃寺１カ寺）
寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考






寺院名 所在地 開基年代 備考


































































































































































宗の広源寺 ( 南沢）過去帳の元禄 10年（1697）
の項に、「上相川　藤間三右衛門」の名を見付け
ることができた。広源寺は、元和７年（1621）
に一町目に建立され、のち南沢に移った寺であ
る。おそらくこの「上相川　藤間三右衛門」が
宅野の藤間氏につながる人物ではなかろうか。
最初は、鉄商人として相川へやって来たのかも
しれない。上相川の九郎左衛門町は、播磨国出
身の山師播磨九郎右（左）衛門が開いた町、そ
の上手の弥左衛門町は石見国から来た山師山根
弥左衛門が住んだ町である。その近辺には、製
鉄や鉄の加工にかかわる人たちがいたと思われ
る「鍛冶沢」や「鍛冶町」がある。
　広源寺の記録を追っていくと、藤間三右衛門
は幕末まで上相川に住み続けていることがわか
る。ちなみに、文政９年（1826）に作られた「相
川町 町墨引」で上相川近辺をさがしたところ、
庄右衛門町に「かなこ　三右衛門」を見付ける
ことができた。幕末ともなると、諏訪町より上
の宗徳町や嘉左衛門町、庄右衛門町なども上相
川と総称されていたのであろう。その後の調査
で、藤間姓は浄土宗源昌寺（廃寺、記録は大安
寺が保管）の嘉永元年（1848）の記録にも「庄
右衛門町　藤間彦兵衛」があることがわかった。
現在までの調査で、他宗の寺院も含めて、この
２軒以外に藤間姓は見付かっていない。
５　おわりに
　このように、相川の寺院の記録を詳しくたど
ると、慶長の初め他国から佐渡へ渡ったという
言い伝えをのこしながら、「佐州地役人分限由緒
書」や「在相川医師諸町人由緒書」などに名を
とどめることなく相川に骨を埋めた人たちの足
跡を、かすかにではあるが、たどることができ
るのである。
　今後も、鉱山町相川の成り立ちと、そこに集
まって来た人びとの姿を浮き彫りにするために
も、心して寺院の調査に臨みたいと思っている。
